










要旨:睡眠時の寝かせ方、睡眠後のある時点での体位、など我が国の一般社会における乳

児の睡眠環境に関する調査を実施し、寝かせる時の体位が SIDS の発症に直接関与するか

否かを明らかにするための基礎資料とした。名古屋市が実施している 1才半健診時にアン

ケート調査を行った結果、(1)産科入院中にうつぶせにすると寝返りの開始が早くなるが、

その差は 2 週間ほどであること、(2)自分で寝返りができるようになるまでは、約 2 割が

うつぶせに寝かせており、その半数は産科入院中からうつぶせであること、(3)産科入院

中にうつぶせに寝かせていると、その後 3分の 1はその後もうつぶせに寝かせる傾向があ

ること、(4)寝返りができるようになってからは、あおむけに寝かせられて翌朝うつぶせ

になっている率が、うつぶせに寝かせてあおむけになっている率よりも高いこと、(5)寝

返りができるようになると、翌朝うつぶせになっている比率がうつぶせに寝かせた比率の

約 2 倍に増加すること、などが判明した。以上より、翌朝の体位として(ある時点に偶然

観察すると)、寝返りができるまではうつぶせになっていることが約 2 割で、寝返りがで

きるようになってからはうつぶせになっていることが約 5割 (最大限の可能性としては約

8 割)であり、寝返りができるようになっていた児か、初めて寝返りをした児ではうつぶ

せで発見されること自体は決して少なくないと思われた。


